
67 技術革新を伴う新製品の開発前段階における
創造的マネジメントに関する実証研究 

－創造的プロジェクト活動分析と創造的研究技術者資質分析－

1．構成と内容

　本研究は 7章からなる本論と、企業インタビュー概
要、実態アンケート調査票、分析結果詳細データなど
の参考資料で構成されている。以下その概要を示す。

2．はじめに

　日本の研究開発投資が、全要素生産性向上に結びつ
かないことや研究開発の高度化や複雑化が進行しかつ
ライフサイクル短縮化や研究開発リードタイム短縮化
が進行していることから、研究開発の効率化のため
に、ファジーフロントエンドにおける創造的活動の行
動実態を明らかにするとともに、革新的な新製品を創
出する要因を明らかにする。（本論第 1章）

3． 新製品の開発段階と開発前段階の活動
の比較

　我が国における新製品の開発段階と開発前段階の活
動の効率化がどのようになされてきたかを明らかにし
ている。新製品の開発段階については、生産活動のマ
ネジメントをそのまま導入することで一定程度の効率
化が実現されている。しかし、その上流段階である新
製品の開発前段階では、原価企画活動を始めとする日
本独自の取り組みが行なわれてきているが、いまだ活
動意識が低く、効率化は実現できていないことを指摘
している。（本論第 2章）

4．先行研究レビュー

　2つの視点で先行研究のレビューを行い、先行研究
で明らかにされていない点を指摘し本研究の意義を確
認している。第 1に、新製品の開発前段階のマネジメ
ント活動に関する先行研究のレビューでは、市場ニー
ズや顧客情報に関する検討は行われてきているが、本
研究が対照とする技術情報に関する掘り下げた検討は
あまりなされてこなかったことを指摘している。併せ
て、わが国の開発前段階のプロジェクト活動の実態の
把握を目的とした実証研究が極めて少ないことを述べ
ている。第 2に、創造的活動のマネジメントに関する
先行研究のレビューでは、学生や属性を決めない社会
人に関する創造性評価因子の分析研究は、明らかにさ
れているが、本研究が行なった研究技術者に特化した
創造性評価因子の分析研究は、あまりなされてこな
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要旨
　本研究は、アンケート調査やインタビュー調査と、研究技術者の創造性資質因子の分析テストに基づく実証分
析で、技術革新を伴う新製品を対象にそのファジーフロントエンドの活動実態を明らかにしている。その結果、
事業部の要請に基くプロジェクトについて革新新製品を生み出したプロジェクトにおいては、従来、ニーズ志向
とされた活動の取り組み姿勢がむしろ技術志向であることや、市場形成に役立つ市場情報よりも中味の濃い効果
的情報や具現化に役立つ技術情報をもとにアイデア発想を実施していることを明らかにしている。また、研究技
術者は、創造性資質因子の評価値が高い者ほど特許出願件数が多く、その特許は市場に投入された新製品に活用
されることが多いことを明らかにしている。

図 1．プロジェクト活動と研究技術者資質との分析枠組み
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かったことを指摘している。併せて、研究技術者の創
造性評価因子と特許出願件数の関係についての研究が
なされてこなかったことも述べている。（本論第 3章）

5．本研究の分析枠組み

　ファジーフロントエンドのプロジェクト活動を定
義［ 1］した上で、図 1に示す実態を解明するための
2つの研究の枠組みを提示し、既存文献の引用やイン
タビュー調査の結果からそれらの有効性を議論してい
る。1つは、プロジェクト活動の取り組み姿勢と必要
なアイデア情報源が市場に投入された新製品の技術の
革新性と優位性に与える影響を産業別の相違も考慮し
て分析する枠組みを提示してその有効性を論議してい
る。もう 1つは、研究技術者の本論文が新たに操作定
義する創造性資質評価値が特許出願件数に与える影響
を、技術の特性にも考慮して分析する枠組みを提示し
てその有効性を論議している。（本論第 4章）

6． 新製品の開発前段階のプロジェクト行
動と市場に投入された新製品の技術的
革新性・優位性との関係

　まず、事業部門からの要請を受けた場合の革新的新
製品の誕生のためには、従来考えられてきたユーザー
志向ではなく、むしろ技術志向であることが有効であ
る。つまり、市場を意識しないこと、市場ニーズを
チーム自らが設定すること、技術的独創性を意識する

こと、市場協力者の出現を安易に受け入れないこと、
ゲートキーパーの出現は受け入れることの 5項目が市
場に投入された新製品の技術に革新性と優位性をもた
らす。図 2のパス図を作成して共分散構造分析を行っ
た結果、技術の革新性や優位性を実現するためには
チーム活動の取り組み姿勢よりもむしろ情報提供者の
受け入れ姿勢がより強く影響することを明らかにして
いる。
　次に必要なアイデア情報源が市場に投入された新製
品の技術の革新性と優位性に与える影響を明らかにし
ている。図 3のパス図を作成し、共分散構造分析を
行った結果、必要な情報については、市場形成に役立
つ市場情報（市場形成の可能性や規模に関する情報）
よりも、むしろ、中味の濃い効果的情報（詳細な内容
の確認できる密度の高い情報）や具現化に役立つ技術
情報（革新技術を生み出す源泉として実用化に即活用
できる情報）が、新製品の技術に革新性と優位性をも
たらすことを明らかにしている。
　さらに、加工組立型産業技術と素材型産業技術の産
業別に分析を行って相違点と共通点を明らかにしてい
る［ 2］。相違点は、加工組立型産業技術がいろいろ
な市場との関わりをイメージするが、素材型産業技術
は、既存または周辺市場しかイメージしないこと、
ファジーフロントエンド段階に多くの活動時間を要す
ること、ゲートキーパーと市場協力者の出現を受け入
れる割合が高いこと等である。共通点は、ファジーフ
ロントエンド活動のアウトプットが、プロジェクト計
画設定のために、事業規模を明確にする必要性から市
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図 2．取り組み姿勢と受け入れ姿勢と技術評価の関係
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場情報の取得パターンが同じこと等である。
　このほか、ファジーフロントエンドにおけるプロ
ジェクト活動の重要機能について、企業の研究開発マ
ネージャーの認識も明らかにしている。革新的な新製
品と漸進的な新製品の各プロジェクトとの比較では、
革新的な新製品のプロジェクトが、アイデア発想をよ
り重要であると認識していることを明らかにしてい
る。（本論第 5章）

7． 研究技術者の創造性資質と特許出願件
数との関係

　前項の革新的な新製品の創出に重要であると判明し
たアイデア発想について分析している。つまり、従来
から行われてきた発想テストと新たに開発した連想テ
ストおよびアンケート調査を基に、研究技術者の創造
性資質評価値と特許出願件数の関係を明らかにしてい
る。その結果、創造性資質因子や個人資質要因の評価
値の高い研究技術者は、特許出願件数が多いことを明
らかにしている［ 3］。さらに創造性資質因子の内、
アイデア内容のユニークさ（独創性因子）と根本的原
理の達成手段を連想する（綿密性 /再定義力因子）の
両因子能力が特に優れた研究技術者は、初期発想過程
からユニークな発想が飛び出し、持続して行なわれる
ことを明らかにしている。次に、専門技術分野別の分
析では、機械系研究技術者がアイデアの質を重視する
傾向にあり、電気電子系研究技術者がアイデアの量を

重視する傾向にあり、化学系研究技術者は他の分野の
技術者に比較してアイデアのユニークさが際立ってい
ることを明らかにしている。また、パス図を作成し
て共分散構造分析を行った結果、創造性資質因子のう
ち、柔軟性因子が、流暢性因子と綿密性 /再定義力因
子の両者に関係があることを明らかにしている。
　（本論第 6章）

8．結　　論

　上記の分析研究成果について既存の研究成果との差
異を明らかにするとともに、本研究結果を踏まえて新
製品の開発前段階の取り組みマネジメントについて提
言を行っている。（本論第 7章）
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図 3．アイデア発想情報源と技術評価の関係




